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1.  平成21年5月期第1四半期の業績（平成20年6月1日～平成20年8月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年5月期第1四半期 413 ― △24 ― △26 ― △16 ―
20年5月期第1四半期 401 △5.1 6 △49.7 5 △75.7 2 △77.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年5月期第1四半期 △1,190.03 ―
20年5月期第1四半期 199.01 194.62

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年5月期第1四半期 1,452 606 41.0 43,501.92
20年5月期 1,749 637 35.9 45,797.51

（参考） 自己資本   21年5月期第1四半期  595百万円 20年5月期  627百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年5月期 ― ― ― 1,124.00 1,124.00
21年5月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年5月期（予想） ――― ― ― 1,252.00 1,252.00

3.  平成21年5月期の業績予想（平成20年6月1日～平成21年5月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期累計期間 904 4.7 12 16.0 7 △5.9 4 26.6 296.78
通期 2,101 4.1 133 22.1 121 17.8 68 12.0 5,036.42

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年5月期第1四半期  13,700株 20年5月期  13,700株
② 期末自己株式数 21年5月期第1四半期  ―株 20年5月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年5月期第1四半期  13,700株 20年5月期第1四半期  13,700株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の 
  業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、２ページ 
  【定性的情報・財務諸表】３．業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
２．当会計年度より【四半期財務諸表に関する会計基準】（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 
  14号）を適用しております。  
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定性的情報・財務諸表等 

１．経営成績に関する定性的情報 

 当第1四半期会計期間におけるわが国経済は、企業収益の減少が見られ、設備投資の減退傾向も進む中で、アメリ

カにおける金融不安の高まりや株式・為替市場の変動などから、景気は更に下振れするリスクがあり、先行き不透明

感が強まりつつあります。 

 このような環境の中、「事業拡大のための基盤強化へ向けた全社的な業務効率化の推進」や「中小企業向けにサー

ビスを標準化した新サービス『ＩＴＡＳスタンダード』の拡販に向けた体制整備の強化」などに取り組んでまいりま

した。 

・ＩＴサービス売上 

 ＩＴサービス売上におきましては、前事業年度より引続き「ＩＴサービス」を重視した取組みをしてまいりました

結果、既存顧客への継続及び追加サービスが増加し、順調に売上を伸ばしました。その結果、ＩＴサービスの売上高

は251百万円となりました。 

・商品売上 

 商品売上におきましては、単発の大型案件を獲得したものの、既存顧客への製品調達代行は若干低調に推移しまし

た。その結果、商品売上は161百万円となりました。 

 また、中小企業向けにサービスを標準化した新サービス「ＩＴＡＳスタンダード」の拡販に向けた体制整備を進め

るとともに、昨年度から徹底している業務の効率化や自動化を推進してまいりました。 

 以上により、当社の当第1四半期の業績は、売上高413百万円、営業損失24百万円、経常損失26百万円、四半期純損

失16百万円となりました。 

  

２．財政状態に関する定性的情報 

 ①財政状態の変動状況 

 当第1四半期における総資産は、1,452百万円となり、前事業年度末に比べ296百万円の減少となりました。 

 その主な要因は、有形固定資産の増加等があったものの、現金及び預金の減少、売掛金の減少等があったことによ

るものです。 

 負債合計は、前事業年度末に比べ265百万円減少し、846百万円となりました。これは、買掛金、短期借入金、前受

金、長期借入金の減少等によるものです。 

 純資産は606百万円となり、前事業年度末に比べ31百万円減少しました。これは、利益剰余金が減少したことによ

るものです。 

 なお、自己資本比率は41.0％と前事業年度末に比べ5.1ポイント上昇しております。 

 ②キャッシュ・フローの状況  

 当第1四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は269百万円となり、前事業年度末と

比較して、165百万円の減少となりました。 

 営業活動の結果得られた資金は、238百万円となりました。これは主に、減価償却費32百万円、売上債権の減少額

388百万円等があったものの、税引前四半期純損失が26百万円、仕入債務の減少額80百万円、前受金が48百万円減少

したこと等によるものです。 

 投資活動の結果使用した資金は、268百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出266百万円

等によるものです。 

 財務活動の結果使用した資金は、135百万円となりました。これは主に、短期借入金の純増減額による減少100百万

円、長期借入金の返済による支出20百万円があったこと等によるものです。 

  

３．業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成20年７月12日に公表しました業績見通しの数字に変更はありません。 
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４．その他 

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（棚卸資産の評価方法） 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前会計年度末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 定率法を採用している資産につきましては、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法によっており

ます。 

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（四半期財務諸表に関する会計基準の適用）  

 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」

に従い四半期財務諸表を作成しております。 

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）  

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりました

が、当第1四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益法の低下に基づく

簿価切下げの方法）により算定しております。 

 これによる、損益への影響はありません。 
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成20年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 269,933 435,520

売掛金 77,526 465,549

商品 17,714 14,727

仕掛品 1,919 2,934

その他 51,874 28,969

貸倒引当金 △1,609 －

流動資産合計 417,359 947,701

固定資産   

有形固定資産 895,910 664,127

無形固定資産 8,888 8,180

投資その他の資産   

投資有価証券 87,960 87,141

その他 42,662 42,404

投資その他の資産合計 130,623 129,546

固定資産合計 1,035,422 801,854

資産合計 1,452,781 1,749,556

負債の部   

流動負債   

買掛金 41,781 122,648

短期借入金 － 100,000

1年内返済予定の長期借入金 124,278 120,938

未払金 40,156 36,667

未払法人税等 562 7,365

前受金 223,932 271,977

その他 29,639 42,506

流動負債合計 460,351 702,103

固定負債   

長期借入金 381,938 405,510

リース債務 4,248 4,248

固定負債合計 386,186 409,758

負債合計 846,537 1,111,862

純資産の部   

株主資本   

資本金 254,219 254,219

資本剰余金 154,217 154,217

利益剰余金 187,316 219,018

株主資本合計 595,753 627,456

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 222 △30

評価・換算差額等合計 222 △30

新株予約権 10,268 10,268

純資産合計 606,244 637,693

負債純資産合計 1,452,781 1,749,556
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成20年６月１日 
 至 平成20年８月31日) 

売上高 413,601

売上原価 355,000

売上総利益 58,600

販売費及び一般管理費 82,620

営業損失（△） △24,019

営業外収益  

受取利息 191

受取配当金 36

その他 0

営業外収益合計 228

営業外費用  

支払利息 2,484

支払手数料 216

営業外費用合計 2,700

経常損失（△） △26,491

税引前四半期純損失（△） △26,491

法人税、住民税及び事業税 145

法人税等調整額 △10,333

法人税等合計 △10,188

四半期純損失（△） △16,303
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成20年６月１日 
 至 平成20年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △26,491

減価償却費 32,516

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,609

受取利息及び受取配当金 △228

支払利息 2,484

売上債権の増減額（△は増加） 388,023

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,972

仕入債務の増減額（△は減少） △80,867

未払金の増減額（△は減少） 5,768

前受金の増減額（△は減少） △48,045

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,787

その他 △10,650

小計 246,360

利息及び配当金の受取額 228

利息の支払額 △2,306

法人税等の支払額 △6,005

営業活動によるキャッシュ・フロー 238,275

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △266,422

無形固定資産の取得による支出 △1,831

投資有価証券の取得による支出 △392

投資活動によるキャッシュ・フロー △268,646

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000

長期借入金の返済による支出 △20,232

リース債務の返済による支出 △3,793

配当金の支払額 △11,190

財務活動によるキャッシュ・フロー △135,216

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △165,587

現金及び現金同等物の期首残高 435,520

現金及び現金同等物の四半期末残高 269,933
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 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記 

当第１四半期会計期間（自 平成20年６月１日 至 平成20年８月31日） 

 該当事項はありません。 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第１四半期会計期間（自 平成20年６月１日 至 平成20年８月31日） 

 該当事項はありません。 
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「参考資料」 

前四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期損益計算書 

  
前年同四半期 

（平成20年５月期 
第１四半期） 

区分 金額（千円） 

Ⅰ 売上高 401,865

Ⅱ 売上原価 316,752

売上総利益 85,113

Ⅲ 販売費及び一般管理費 78,828

営業利益 6,284

Ⅳ 営業外収益 1,306

Ⅴ 営業外費用 2,408

経常利益 5,182

税金等調整前四半期純利益 5,182

法人税、住民税及び事業税 142

法人税等調整額 2,313

四半期純利益 2,726
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（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 

  
前年同四半期 

（平成20年５月期 
第１四半期） 

区分 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・
フロー 

  

税引前四半期（当期）純利
益 

5,182 

減価償却費 21,012 

無形資産 減価償却費・開
発費 

1,428 

受取利息及び受取配当金 △86 

支払利息 2,192 

売上債権の増減額 
（増加：△） 

△55,556 

たな卸資産の増減額 
（増加：△） 

△25,305 

前払費用の増減額 
（増加：△） 

△33,190 

還付消費税の増減額 
（増加：△） 

12,252 

仕入債務の増減額 
（減少：△） 

45,419 

未払金の増減額 
（減少：△） 

△485 

前受金の増減額 
（減少：△） 

△14,812 

その他の資産の増減額 
（増加：△） 

△147 

その他の負債の増減額 
（減少：△） 

10,102 

小計 △31,992 

利息及び配当金の受取額 86 

利息の支払額 △90 

法人税等の支払額 △36,244 

営業活動によるキャッシュ・
フロー 

△68,240 
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前年同四半期 

（平成20年５月期 
第１四半期） 

区分 金額（千円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・
フロー 

  

有形固定資産の取得による
支出 

△3,733 

投資有価証券の取得による
支出 

△406 

敷金・差入保証金の差入に
よる支出 

△6,798 

投資活動によるキャッシュ・
フロー 

△10,938 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・
フロー 

  

リース債務の返済による支
出 

△3,793 

配当金の支払額 △15,090 

財務活動によるキャッシュ・
フロー 

△18,884 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額 △98,063 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残
高 

455,848 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残
高 

357,784 
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